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  ニュートン流体の応力テンソルは次式で表される．


=−p V

 (3)

ここで p は圧力，  は粘性係数， V
  は変形速

度テンソルを表す．  はクロネッカーのデルタであ

る．また，変形速度テンソル V
 は次式で与えられ

る．

V
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∂ x
 (4)

式(4)を SPH法にしたがって離散化することにより，

次式を得る1)．
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ここで，添字 i, j は離散化された個々のSPH 粒子を表

し， mi , i はそれぞれ粒子 i の質量，密度であ

る． W ij は粒子 i, j の組み合せに対するカーネル関

数である．

  次に，式(1)を SPH 法にしたがって離散化すると次

式となる1)．
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一方，
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から，これを式(6)の両辺に加えることで次式を得る．
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式(8)によれば，粒子 i の粒子 j に対する作用と，粒子

j の粒子 i に対する作用が等しくなるので，運動量保存

則が成り立っていることが分かる．

　SPH 法による流体解析では，解析の安定性のために

式(8)にさらに人工粘性項を加えたものを運動方程式

として用いることが多い．すなわち，
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Dt
=∑

j
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である．ここで，人工粘性項  ij は Monaghan によ

って次式で与えられている1)．

ij={
− cij


ij
ij

2
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(10)

ただし，

ij=
hij v ij⋅xij

∣xij∣
22 (11)

cij=
1
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cic j (12)

ij=
1
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hij=
1
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hih j (14)

vij=vi−v j (15)
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である．  ,  は定数， =0.1hij は粒子が

互いに近づくケースにおける解の発散を防ぐために導

入されたパラメータである． ci , hi はそれぞれ粒

子 i の音速，影響半径を表す．本論文では文献5,9,10)を

参考にして =0.01 ， =0 とする．また音速

c i については，

ci=200 g H (17)

と与える．  は定数で0.1とする．人工粘性は粒

子が極めて接近した時のみに発生する減衰であるので

解析全体に粘性として及ぼす影響は小さい．g は重力

加速度，H は初期状態におけるタンク内溶液の水深で

ある．

(2) 状態方程式

　SPH法は本来，圧縮性流体を対象とした解析法で

あるため，水のような非圧縮性流体解析に適用するた

めには特別な取り扱いが必要となる．これまでに，

SMAC-SPH 法11)など，非圧縮性を厳密に取り扱うこ

とのできる手法が提案されているが，本論文では標準

的な SPH 法のアルゴリズムがそのまま適用でき，これ

までにその妥当性が検証されているMonaghan5)の疑似

圧縮性を採用する．この方法では，圧力を次式の状態

方程式にしたがって計算する．

p=B[ 0



−1] (18)

ここで， 0 は初期密度を表す．  は定数で，本

論文では Monaghan5)にしたがい7とした．また，B は

流体の圧縮性を決める定数係数であり，文献1)を参考

にして 1.013×10
5 [Pa]を用いた．

(3) 密度の更新

SPH 法による疑似非圧縮性流体解析では，密度変

化に応じて状態方程式から流体の圧力が算定される．
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圧力を積分することでタンク側壁に作用する荷重を求

め，Housnerによる理論値と比較したものである．両者

は良く一致している．時刻が進みスロッシングの振幅

が大きくなるにしたがって，SPH解析結果と理論値と

の違いが現れてくるのは，(4)で述べたものと同様に，

理論式を導く際水面が直線的であるという仮定が成り

立たなくなることが一因として挙げられる．

５．結論

　本論文ではSPH法を用いてスロッシング解析を行い，

スロッシング荷重評価の妥当性を検証した．SPH法に

よるタンクのスロッシング解析では，周期については実

験値と良く一致し，波高についてはやや小さい値が得

られた．また，SPH法による数値解析によって求めた

静水状態における圧力分布は理論値と良く一致した．

スロッシング中の流体の圧力について，スロッシングの

振幅が小さい時にはSPH解析結果と理論値がほぼ一致

し，振幅が大きくなるとSPH解析の方が大きな値とな

った．さらに，スロッシング中にタンクの側壁に作用す

る荷重に関しても，SPH解析により理論値と良く一致

する値を得ることができた．

  以上の結果は，スロッシングによるタンクに作用す

る荷重を評価するにあたり，SPH解析が有効な手段で

あることを示している．SPH解析では複雑なタンクの形

状や遮蔽板による影響を容易に解析に取り入れること

ができるので，未だ不明な点の残る人工粘性や粒子分

割の影響を明らかにした上で，スロッシング抑制対策

の検討に利用できるように発展させたい．
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EVALUATION OF SLOSHING INDUCED LOAD
ACTING ON LIQUID STORAGE TANK WALL USING SPH SIMULATION

Yusuke ONO, Tetsuya IWAMOTO and Charles SCAWTHORN

   Sloshing generated by earthquake ground motion can cause a severe damage to a liquid storage tank.

To avoid a damage the prediction of the load acting on the storage tank walls is fundamental and the

numerical simulation will be much helpful.  In this paper the SPH(smoothed particle hydrodynamics) is

introduced to simulate sloshing in the rigid rectangular tank. The sloshing load acting on the storage wall

was evaluated from the pressure of  the SPH particles.  The load estimated by the SPH shows good

agreement with those from the laboratory test and theory shown in the literatures.  
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